
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

上野地域連絡会        
 
https://uenochiiki.com 
 

令和 7 年度 

総会開催のご案内 

日時：5 月 25 日(日) 
   13:30 ～14:30 
場所：堀田会館１階 

上野地域連絡会 
560-0011 上野西 1-11-33 堀田会館 1F 
TEL：06-6848-4252  FAX：06-6848-4253 
E-mail : minnano.ueno.koho@gmail.com 

 

ホームページからも情報をご覧いただけます 
 

上野地域連絡会 HP 

 

① 1 か月に 1回程度開催される運営委員会に参加（オンライン参加も可能） 
② 下記のいずれかの部会に属し、事業運営に携わっていただきます 
〇運営部会…上野地域連絡会の総括 〇防災部会…防災訓練の立案・準備 
〇防犯部会…安全、安心な街づくり 〇広報部会…広報紙発行（年 2回） 

▶募集定数 随時募集  

運営委員 

代議員 上野地域連絡会の最高議決機関である「総会」にかけられる「事業計画及び予算」や
「事業報告及び決算」などの議案の採決 

▶募集定数 ５名  ※応募多数の場合は抽選、別途連絡   

  

▶任  期 2025 年度定期総会翌日から 2026 年度定期総会まで   

▶対  象 上野校区にお住まい、お勤めの皆さま、上野校区で活動されている皆さま 

▶募集期間 2025 年４月 1日（火）～ 2025 年４月 15 日（火）※必着    

▶応募方法 応募用紙に必要事項をご記入のうえ、堀田会館 1階事務所まで用紙を持参いただく
（受付 10:00～16:00 月曜休館）か、用紙を切り取らず A4 サイズのまま FAX 番号
06-6848-4253 まで送信してください 

▶問合わせ 上野地域連絡会 渡邉美代子／06-6848-4252（堀田会館 1F事務所）    

～安心して住み続けられる街づくりのために～ 
 

2025 年度上野地域連絡会代議員・運営委員を公募 

「開かれた組織の運営」を目指して 

ふりがな

代議員 ・ 運営委員

住所

電話 FAX

mail

※記入された個人情報は、応募内容の確認および上野地域連絡会からのお知らせのためにのみ使用します

連絡先

2025年度上野地域連絡会代議員・運営委員住民公募　応募用紙
必ずどちらかに○をしてください

（兼務はできません）

名　前

 
 
 
 
 

 

 

 

平日昼間の災害発生時には、小中高生とその地域に残って
いる大人で避難所運営を始めなければなりません。訓練で
は、避難所開設の初期段階に必要な役割分担の班をつくり、
準備していた用具を使って模擬体験を行いました。各班に
小学生、高校生の参加があり、頼もしく感じました。班員
以外の人は「避難者として」各班の仕事を見て回りました。

令和 6 年 11 月 17 日（日） 

於：上野小学校体育館 ※参加者約 200 名

災害用持ち出し品をまとめておくことは
もちろん、枕元に運動靴を用意しておく
など、いつでも避難できるよう日頃の備
えが重要です。散らかった部屋は逃げる
際の障害物だらけ。整理整頓も大切な災
害対策です。災害発生時にはお互いの助
け合い、協力が欠かせません。そのため
には、日常より地域住民同士のつながり
を持っておきたいものです。 

ブルーシートと 
テープで区分け

総務班 

受付班 炊き出し班 警備班 

情報班 

設営班
設営班 

衛生班 

避難誘導 ▶避難者を 
避難スペースへ誘導 
※今回は各班の仕事を
見て回るお手伝い

設営班 ▶初期避難スペース＆通路を設営 
総務班 ▶各班から集まる情報を時系列で書いていく「事務局」 
受付班 ▶避難者を受け入れて台帳づくり 
警備班 ▶避難所近辺を分担して被害状況などを地図に記入、 

避難所内のパトロール 
情報班 ▶当該災害に関する新聞記事、インフラ情報、 

通行止め情報などの掲示 
物資班 ▶届く物資の種類、数を分類し台帳を作成 
衛生班 ▶ゴミ集積所、プールの水を活用（今回は水汲みなし） 

した簡易トイレ作り・管理  
炊き出し班 ▶食事を作る（今回は調理作業なし）、 

すべての使用材料を書き出してアレルギー対策 

物資班 



  
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

煙を学ぶ 津波避難を学ぶ 

おおさか防災 
情報ステーション 

震度 7体験 

阪神・淡路大震災から 30 年～あのころを忘れない～ 

令和 7年 1 月 18 日（土） 
30 年前の 1 月 17 日に発生した大震災で豊中市が受けた
甚大な被害を教訓に、地域と市が協力体制を築くことを
目的とした実動訓練が各小中学校区で行われました。 

上野小学校体育館（市職員、地域連絡会運営委員ほか） 
◇ガソリン発電機、石油ファンヒーターの操作手順の
確認（後日、操作手順書を作成）

・発電機を作動させて電気を起こし、石油ファンヒー
ターを稼働
・室温、一酸化炭素濃度、二酸化炭素濃度のチェック
◇2024 年 11 月に危機管理室より上野小学校体育館
に搬入された避難所備蓄物資の点検

・内容、数量の確認
・テント、ベッドの組み立て方の確認

堀田会館（社協、民生委員）
◇校区内の避難行動要支援者の安否確認を実施

タスカルシアター 減災を学ぶ 

がれきの街 

子ども 5名を含む 41 名の参加者が 2つの班
に分かれて、今後起こりうる災害のリスクに
ついて学びました。今回、阿倍野防災センタ
ーが入っている「あべのフォルサ」の建設に
関わられていた方のご参加もあり、建物につ
いての説明もいただくことができました。防
災知識を身につけるとともに、地域のつなが
りを広げる良い機会になりました。 

あべのタスカルで 
助かる力、助ける力を学びました 

 

走ると呼吸が早くなり
余計に多くの煙を吸っ
てしまうので、低い姿
勢で静かに逃げる。 

実寸大の映像で津波が
押し寄せる速さを体
感。あっという間に建
物の 2階まで水没。 

割れたガラスや看板が
上から落ちてくる映像
に、建物や塀から離れ
る必要性を再認識。 

通電後の火災を防ぐた
め、避難前の一番最後
にブレーカーを落とす
のを忘れない。 

淡路・阪神大震災の直
下型地震と南海トラフ
の数分続く揺れを手す
りにしがみつき、体感。 

防災訓練に参加しての感想（アンケートより抜粋） 
▶避難所開設訓練に参加してどうでしたか？

繰り返しは
定着なり 

チャーターバスで行く体験型防災学習施設見学会 「防災について詳しく知ろう」
消火を学ぶ 

消火器から薬剤が出る
のはたったの 15 秒程
なので、火の根元を狙
って確実に噴射する。 

▶参加して感じたこと
・してもらうではなく、自分たちで避難所を運営しないといけ
ないという意識が高まった。  

・実際に避難所運営をされていた方の話は分かりやすく、大変
勉強になった。 

・実際の避難所の設営方法や生活のルールなど、運営について
いろいろと知れて、とても貴重な経験になった。 

・避難所で冷静に指揮をしてくれる人は重要だと思った。訓練
ではない時は、誰が仕切ってくれるのか不安を覚えた。  

・ネットやテレビでの情報だけでは得られないことが、経験す
ることで分かり、とても参考になった。 

・このようなシミュレーションの機会は大切だと思った。
・一人一人が意識を持つ、とても良い機会だと思った。
・仕事をしていると、小学生や中高生がメインになると聞き、
ハッとさせられた。

・子どもと日頃から防災について話をしなければいけないと
思った。

・避難所にも食糧などの余裕はなく、個人の備蓄の大切さの意
味を理解した。備蓄の量を見直そうと思った。 

・使い捨て食器やラップの用意の必要性が分かった。
・水や食料だけでなく、すぐに避難するためには服などの用意
もしないといけないことが分かった。 

・色々な人が避難所に来ることを考えて開設することが大切
だと分かった。 

・避難所の優先順位は初耳で参考になった。
・広い体育館でも、多くの人数は収容できない実態が分かっ
た。優先順位の決め方など、難しいと感じた。

・外国の方に向けた情報提供や誘導などもできればよいと思
った。

リアルなストーリーと
巨大スクリーンの迫力
ある映像に、地震の恐
ろしさを改めて体感。

円形モニターを囲み、
映し出された地図で被
害想定などを確認。 

令和７年２月２日（日） 

テント、
ベッド、ジョイントマット、 
毛布、衛生資材など 

延長コードで 
ストーブの電源とつなぐ
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南海トラフ地震とは、駿河湾 
から日向灘沖にかけてのプレー 
ト境界を震源域として、概ね100

～150 年間隔で繰り返し発生してきた大規模地震で
す。今後30年以内に発生する確率は今年1月に「80％
程度」に引き上げられました。いつ地震が起きても不
思議はない数字です。想定される最大クラスの南海
トラフ地震が発生した場合、静岡県から宮崎県にか
けての一部で震度 7 となる可能性があるほか、関東
地方から九州地方にかけての太平洋沿岸の広い地域
に 10ｍを超える大津波の襲来が想定されています。 

南海トラフ地震 

今、上野で一番大きい池となりました。
南側はバス通り、東側は桜並木、上から
見ると「山」の字に見えます。西側の崖
になっているところは野鳥のねぐらにな
っています。東側と北側は住宅街となっ
ていて昔の松林の面影はありませんが、
閑静な環境が保たれています。桜並木の
ベンチは憩いの場となり、池のコイや水
鳥に餌をあげる人たちもいます。 

春の気配を感じるようになってきました。今年は花粉の飛散も多いようですが、皆さま体調
はいかがでしょうか。今年度は防災に関するイベントが充実しており、参加者には良い気づ
きの機会になったことと思います。備えあれば憂いなし、を実践してまいりましょう。 

✎編集後記 

◇ボーイスカウト豊中第４団 
昨年 12 月 29 日、30 日にスカ
ウトの掛け声と拍子木で歳末
警戒を実施しました。豊中防犯
協議会長や豊中警察署長の激
励の言葉を受け、元気に巡回に 
出発。地域の方々
からも激励をあり
がとうございま 
した。 

 
◇上野兎川自治会 
2012 年より上野兎川自治会年
末恒例となったパトロール｢戸
締まり用心･火の用心｣を昨年
12 月 27 日、28 日に実施しまし
た。寒い中、子どもたちから高
齢者までの元気な声と拍子木
が星空に響きました。 

2025 年 2 月撮影 
 

出典：気象庁ホームページ 
 

日頃からの下記のような備えをすることは、強い揺れや津波などから命を
守ることに繋がるほか、地震発生後の避難生活の備えにもなります。 

出典：内閣府ホームページ 
 

～知ることであなたと大切な人の命を守る～ 

豊中市でも震度５強から
震度６弱の揺れが予想さ
れており、どの地域におい
ても人的被害、建物被害、
ライフライン被害などの
危険が潜んでいます。いつ
揺れに見舞われても身を
守ることができるよう、日
頃から地震に備えること
が大事です。あわてずに身 
の安全をはかることがで 
きるように、 
積極的に 
訓練にも 
参加しま 
しょう。 
 


